
安来高校植物図鑑 （2021年 5月） 

和名: ジシバリ（地縛り） 

 細長い茎が地面を這うように伸びていき、所々で根を下ろし、網状に

なって広がって群落を作っていく植物です。その様子が地面を縛ってい

るように見えるので、この名前があります。安来高校では、中の海会館

の裏手で群落を作っていました。花茎が上に伸びて右写真のような花が

たくさん咲き、地面には丸っこい葉が一面に広がっていました。日当た

りのよい場所ならば土の少ない環境でも根付き、岩肌でも生えるそうで

す。そしてニガナ(2020年 5月に紹介)の仲間であることから、イワニ

ガナという別名もあります。ところで、私が安来高校でこの花を最初に

見かけたのは、職員室の窓から見える中庭です。まだごく数個体でした

が、このまま放っておくと、他の植物を駆逐して大群落を作ってしまう

かもしれません。数年後にはどうなっていることでしょう。 

和名: キランソウ（金瘡小草） 

 金瘡とは刀傷のこと。この植物の葉を潰して塗ると切り

傷に効果があることからこの漢字が使われました。しかし

キランソウという名前の由来ははっきりしていません。

「キ」が「紫」で、「ラン」が「藍」を示し、紫藍色である

から、という説もあるそうです。ジゴクノカマノフタとい

う変な別名もあります。地面に放射状に広がった葉を蓋に

見立てているのだとか。さらに、薬草として使用すると病

気が治り地獄の釜の蓋が閉まるから、という良い意味も含

まれているそうです。相当効果がある薬草なのですね。全体的に毛が多く、写真でもその様子が見て取

れます。同じ形で花の色が淡紅色の場合はモモイロキランソウと呼ぶそうです。 

和名: ノハラムラサキ（野原紫） 

 キュウリグサ(2020年 6月に紹介)がたくさん咲いている！と思って近づいてみたところ、なんだか今まで

と様子が違う。…頭の中が混乱しました。じっくり観察し後で調べてみたところ、別種のノハラムラサキで

あることがわかりました。花びらの淡青色や中心が黄色いところ、背丈や茎の伸ばし方など、見た目はキュ

ウリグサとそっくりです。これは見慣れていないとわからないです。見比べるための写真(左下)を撮ってみ

ましたので比較検討してみてください。花を見るととても可愛らしく、蕾はピンク色をしているのに、咲く

と淡青色になるのが不思議だと

思いました。ノハラムラサキと

キュウリグサの両方が見られる

のは、中の海会館の正面から渡

り廊下にかけてです。見分けら

れるかどうか、ぜひチャレンジ

してみてください。 

←左：ノハラムラサキ 

 右：キュウリグサ 

 

 



和名: コナスビ（小茄子） 

 黄色で小さな花はまるで星のようで、きれいな五角形が特徴だと

思います。果実の見た目がナスに似ていることからこの名前があり

ますが、ナスの仲間ではなくサクラソウの仲間です。花はよく見か

けるのに果実は見たことがないなぁと思い、調べてみたところ、果

実は葉に隠れてつくのであまり目立たないそうです。花弁と花弁の

間からちょこんと顔をのぞかせている萼(がく)も５枚、おしべも５

本、そして果実は熟すと５つに裂けて種子を飛ばすそうです。 

和名: ニワゼキショウ（庭石菖） 

 葉の姿がセキショウという植物に似ていることからこの

名前があります。花の寿命は１日で、午前中に咲き、夕方

には完全にしぼんでしまいます。花の色は様々あるそうで

すが、ほとんどの場合、写真のように紫色か白色のどちら

かです。この２色がちょうど隣り合わせのベストショット

を撮ることができました。花の後には 3mmほどの丸い果実

ができます。私は子どもの頃、この果実が真ん丸で可愛く

てしょうがなく、採って帰ったのを覚えています。 

和名: コマツヨイグサ（小待宵草） 

 上記のニワゼキショウの花がしぼんだ頃、咲き始めるのが

右写真の花です。宵を待つ草として有名で、一般的に夕方ぐ

らいから花を見ることができます。この写真も 17時頃に撮

りました。しかし、ここ最近観察していたところ、曇りの日

の昼間でも咲くようです。マツヨイグサの仲間には、有名な

ものだけでも「マツヨイグサ」「オオマツヨイグサ」「メマツ

ヨイグサ」「コマツヨイグサ」があります。いつも何が何だ

かわからなくなるのですが、このコマツヨイグサは根元から

茎が分かれ、背丈が低く、砂地のような場所を好むことから

何とか私でも見分けられます。 

和名: コバンソウ（小判草） 

 ヨーロッパ原産ですが、明治時代に日本に入

り、栽培されていたものが野生化しました。日当

たりの良い道端などで群生しているのをよくみか

けます。小穂(しょうすい)が小判に似ていること

から名付けられました。この

垂れ下がった小穂が風に揺れ

てカサカサと音をたてる様子

はとても風情があります。熟すと次第に黄色になり、さらに

小判に似ていきます。コバンソウの小穂は 1cm以上あります

が、これが 4mm程度の小さなものはヒメコバンソウと言いま

す。両方とも安来高校でたくさん見かけます。右の写真がヒ

メコバンソウです。 

 校地でクリムソン

クローバーを初めて

見かけました。園芸

種だと思うのです

が、どなたか植えら

れましたか？ 

 作成：三代智子  


